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静岡⼤学

静岡⼤学および情報基盤センターの特徴
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1. 全学クラウド化を全学合意し2010年から始動
 基幹システムを完全クラウド化 → 全パブリック化⽬指す
 パブリッククラウドピーク350台超 → 集約 → 減少傾向
 シンクライアント400台超（DC内） → 微増 → 刷新 → 増強
 無線AP 211機 → 設置要求増→ 増強

2. ISMS｜ISO27001｜2003年認証 → 維持・継続

3. ITSMS｜ISO20000-1｜2012年認証 → 維持・継続

4. 統合認証｜静⼤ID｜MS包括 2012年〜 → 全て順調

5. 静岡⼤学テレビジョン(静⼤TV) 2012年開始 → 継続

6. 全IPの責任所在の明確化と脆弱試験体制の確⽴に注⼒中
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浜松キャンパス
静岡キャンパス

焼津 DC

焼津データセンター
PRivate Cloud Center 設置

PRCC(Private Cloud Center)は10Gbpsの専⽤線上にある完全な学内LAN

旧オンプレミスサーバ群

SINET4とクラウド情報基盤 2010年に構築完了
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10G
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浜松キャンパス サーバ室 → 通信室
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全棟への光ネットワークケーブル
を集約するのみの通信室

オンプレミス
時代のUPS
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マネジメントとクラウド情報基盤のサービス階層

ISMS & ITSMS 統合マネジメント

クラウド情報基盤

パブリッククラウド
クラウドベンダ活⽤

プライベートクラウド
商⽤DC活⽤

シンクラ
イアント

統合認証
静⼤ID

連
携

節電効果
費⽤削減

教職員
メール

2003年〜

2010年〜

2013年〜

2013年〜2003年〜

PRCCPBCC

〜 クラウドの定着後の取り組み 〜
2016年〜

2013年〜

SP ePUB配信

SP 教職員⽤
CMS-WEB

SP IP申請管理

学⽣メール

2014年〜

MS包括ライセンス契約ソフトウェア累積利⽤数

2014年3⽉ 2016年3⽉2年間

2016年〜

2016年〜

開発中
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ITSMS準拠のSLAに基づく稼働率状況を常時掲載
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学内専⽤WEBページのメニュー
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メーリングリストサービス利⽤申請票内のリスク計算
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評価項⽬ 運⽤リスク値 リスク許容値64未満
１ ２ ３ ４

①メンバ数 10名未満 (0.5) ~30名未満 (1.5) 〜100名未満 100名以上

②メンバ構成 教職員のみ － 学⽣含む 学外者含む

③送信可能範囲 送信権限者のみ メンバーのみ － 学外者含む

④アドレス構成 本学ドメインのみ 任意ドメイン － －

⑤公開範囲 学内限定で利⽤ 学外公開
メンバーのみに周知 － 学外に広く周知

WEB等にて案内

例1：研究室20名程度(学⽣含)の連絡⽤MLを作成する場合
①1.5 × ②3 × ③2 × ④1 × ⑤1 = 9（OK）

例2：学会100名以上(学外者含)の討論⽤MLを作成する場合
①4 × ②4 × ③2 × ④2 × ⑤4 = 256（NG）

メールサービスの利⽤満⾜度向上と
リスク管理の集約を図るために、公
式 メ ー リ ン グ リ ス ト サ ー ビ ス を
2015年4⽉に全学リリース開始。現
時点で55 のML 、約680名のメン
バーが常時利⽤する重要サービスに
発展。フリーソフトウェアfmlを利
⽤し、カスタマイズを図ることで、
利⽤者⾃⾝が管理を⾏うＭＬ運⽤体
制を構築。

ISMS（安全）とITSMS（便利）の狭間で！
■⼤地震を想定し、BCPを意識したクラウドサーバ構築
■⻑年継続するISMSを活⽤したリスクマネジメント
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メーリングリストサービスの利⽤推移
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サービスが浸透すること ＝ 情報セキュリティ意識向上
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主要な全学情報サービスのアンケート結果
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教員・職員・学⽣の回答数 年齢内訳

サービス別の普通以上（５段階中３以上の評価）の割合

１：とても不満 ２：不満 ３：普通 ４：満⾜ ５：とても満⾜

アンケート期間 2015年12⽉15⽇〜2016年4⽉30⽇ 教職員回答数 202名/1820名=11%(回答率)

59% 56%
48%
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認証統合による全学情報サービスの統合

ActiveDirectry

パスワード⾃動再発⾏

LDAP Manager
LDAP

パスワード変更⽤ Webサーバ

パスワード変更

利⽤者の端末

Ｓ

情報基盤センター 利⽤者

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ
メール

RADIUSサーバ

SP 学務情報

SP

SP 英語学習

SP Moodle

SP MS包括

SP 教員DB

SP ガルーン
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利⽤者⾃⾝による
パスワード管理

情報基盤センターが提供していた32種類の既設のサービス群
教育端末 無線AP シンクライアント MS包括・・・

ＳＳ

静⼤ID（2013年導⼊ ab123456 乱数ID）
パスワード変更・再発⾏をセンター⽅式に統⼀

新メールアドレス（2014年導⼊）
教職員：姓.名@shizuoka.ac.jp 複数エイリアス設定可
学⽣ ：姓.名.15@shizuoka.ac.jpPowerShellでユーザ登録と

パスワード更新処理を実施

API

SP Office365

SP メルアド管理

SP ePUB配信

SP

SP IP申請管理

Shibboleth IdP

教職員⽤
CMSサイト

図書館システム
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接続は裏⾯

マウス

UTPケーブル

電源コンセント

リモート電源スイッチ

⼆極三極
変換プラグ

電源アダプタ

情報コンセント
へ接続

既設のパソコン

シンクライアント⽤
VLANスイッチ

情報コンセントに接続されてい
る既設パソコンは、シンクライ
アント⽤スイッチに接続替えし
ます。

現⾏モデル シンクライアント 実体配線図
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シンクライアントサーバ群はすべて商⽤データセンター設置
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↑2011年5⽉

同
時
利
⽤
者
数

平均

最大

最小

400接続突破

 重⼤な脆弱性パッチを集中適⽤可能（効果を上げる事案は増えている）
 情報セキュリティに維持向上の効果｜ISMS・ITSMSの相乗効果

シンクライアント 接続セッション数の⻑期推移（事務系主）

12

2016年3⽉↑
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次期シンクライアント 検証中
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180 × 140 × 35 mm 
21.5インチ

177 × 119 × 25 mm
21.5インチ

検
証
機
１

検
証
機
２
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2010年10⽉
サービス開始

まずは実機を試⽤してもらう
 8割⽅の利⽤者要求を吸収できる単純なスペック分け
学内利⽤者への無償提供（情報系センターの予算還元）

2016年4⽉集計

Type OS
Linux

CPU
GHz

メモリ
GB HDD

1 CentOS 2.66 0.5 50GB
2 CentOS 2.66 1.0 100GB
3 CentOS 2.66 2.0 100GB
4 CentOS 2.66 4.0 100GB

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
台
数

パブリッククラウドサーバの貸し出し台数 推移
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2016年4⽉
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WordPress  と学認 で作るシステム群
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 WordPressの洗練された
ユーザエクスペリエンス

 Shibboleth プラグイン
 アカウントのメンテフリー
 低コスト構築可能

情報発信・コスト削減・情報セキュリティの向上に利⽤
1.全学ePUB配信システム 2016年3⽉

2.マルチサイトによるWEBサイト 2016年4⽉

3.全学IP管理システム･･･現在開発中
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ePUB配信システム

16

https://mix.office.com/watch/1y0inw1qegh44
Office MIX による⾳声解説付きスライド（18⾴）

⼤学に蓄積された教材資料を電⼦
書籍として、学内や社会に展開し
続ける持続可能な供給モデルを⽀
援するePUB CII システムを開発
し、運⽤を開始しました。2015年3⽉

ePUB CII に掲載されたePUBは学
内LAN内で⾃由閲覧可能です。著
作の掲載希望者は静⼤IDでログイ
ンし、Word原稿からePUBへの変
換と掲載が⾏えます。

本学の学⽣には多数のePUBが無償
で教材配布されると同時に、本シ
ステムの利⽤を通して、多数の電
⼦出版物が社会に放たれることを
期待しています。

情報基盤センターはePUB CIIシス
テムの改善を継続し、本学電⼦書
籍の持続的な循環を⽀援します。

＋

電⼦出版の促進

学内専⽤サイトです外部公開されていません
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WordPressマルチサイト
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静岡⼤学WWPの特徴
教職員各⾃でクラウドサーバを構築・運

⽤する必要はありません。

静⼤ID認証ですぐに利⽤開始可能です。
申請書の書⾯提出は不要です。

新規WEBサイトの「希望アドレス」と
「希望タイトル」を登録して開始しま
す。
例：https://wwp.shizuoka.ac.jp/site1
タイトル例：「site1研究室」

⼤⼿検索エンジンに検索ヒットされます。

コンテンツ管理システム(WordPress)を
利⽤しているため、WEBサイト構築に
HTML等の特別なスキルは不要です。

サイトの管理権限者は教職員のみですが、
任意の学⽣を編集者として追加できます。

１つの静⼤IDで複数のサイトを開設でき
ます… 今後機能解放を検討。

＋

wwp.shizuoka.ac.jp

100台以上のパブリッククラウドが移⾏するの
ではないかと予想。コスト減とセキュリティ向
上を⽬指す。

https://wwp.shizuoka.ac.jp/
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全学IP管理システム（開発中）

18

各教職員のIP管理責任を明確化する。
本システムの差分（新規、更新、削除）をファイア

ウォールに反映させる。
アクティブなグローバルIPに対して、巡回による脆弱

性診断の受診を義務化する。
グローバルIP管理者は、脆弱性診断の結果に対する是

正措置を義務とする。

＋

全教職員が容易にアクセスできるユーザフレンドリな
IP管理システム
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まとめ１：6年間のクラウド情報基盤の動向
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キャンパス通信室にラック1本になるまでクラウド
化を推し進めた結果
 ISMS, ITSMS, BCMSなどのマネジメント体勢は少

なからず情報基盤運営によい効果を与えている。
⼤学のクラウド情報基盤はおおむね成功を収めてい

る。オンプレミスへの逆流はあり得ない。
学認ベースの統合認証基盤の導⼊により利⽤者満⾜

度は向上している。
 200台規模のパブリッククラウド（VPS）のマイグ

レーション（提供会社間移動）を完了した。
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まとめ2：6年間のクラウド情報基盤の動向
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キャンパス通信室にラック1本になるまでクラウド化を推し進めた結果
シンクライアントは微増傾向
パブリッククラウドは減少傾向（少し疲れ？）
静⼤TV、教育TVで動画コンテンツ継続強化
WordPressと統合認証基盤の新システム群！

全学ePUB配信システム…現在展開中
学内無償提供と商⽤出版物の促進に期待
マルチサイト機能による教職員向けWEB…好評
パブリッククラウドからの乗り換え、集約に期待
全学IP管理システムを現在開発中
IP管理責任の明確化と全学情報セキュリティの強化

全公開サーバ群への脆弱試験体制を構築中
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クラウド情報基盤ソリューションと安否システム
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１. 統合認証とWordPressを組み合わせた
WEＢアプリケーションの開発と展開
静岡⼤学情報基盤センター ⻑⾕川孝博
クラウド化と学術認証フェデレーション（学認）による統合認証は、
近年⼤きく進化した学術機関の情報基盤技術です。当センターではク
ラウドサーバ上に構築したWordPressと統合認証の有効性に着⽬し、
１）ePUB変換学内提供サイト、２）マルチサイト機能を使った教職員
向けWEBサービスの研究開発を⾏い、この春から実運⽤を開始しまし
た。また同機構を⽤いた３）全学IP管理システムの開発を⾏っていま
す。本システム群の特⻑は、Ａ）WordPressの洗練されたユーザエク
スペリエンスを、統合IDを有する利⽤者に速やかに提供でき、Ｂ）必
要最⼩限のソースコードの開発でWEBデータベースを構築できること
です。本セミナーではこれら１）〜３）を詳解します。
２. 学術機関における安否収集の向上
株式会社アバンセシステム 松浦美穂⼦
学術機関における災害時の安否収集は、⼀般企業の安否収集とは異な
ります。学⽣・教職員の情報更新、運⽤組織体制、訓練、安否システ
ムの機能、など様々な⾓度から検討し、効果的に運⽤していかなけれ
ば安否収集の向上は⾒込めません。
本セミナーでは、学術機関における安否収集率向上のポイントや⼤学
での運⽤事例、学術機関に向けに特化した安否システム「ANPIC」の
特⾊、新機能をご紹介させていただきます。
3. SETVの紹介と簡単動画作成
静岡⼤学情報基盤センター ⼭崎國弘客員教員
クラウド化と学術認証フェデレーション（学認）による統合認証は、
近年⼤きく進化した学術機関の情報基盤技術です。当センターではク
ラウドサーバ上に構築したWordPressと統合認証の有効性に着⽬し、
１）ePUB変換学内提供サイト、２）マルチサイト機能を使った教職員
向けWEBサービスの研究開発を⾏い、この春から実運⽤を開始しまし
た。また同機構を⽤いた３）全学IP管理システムの開発を⾏っていま
す。本システム群の特⻑は、Ａ）WordPressの洗練されたユーザエク
スペリエンスを、統合IDを有する利⽤者に速やかに提供でき、Ｂ）必
要最⼩限のソースコードの開発でWEBデータベースを構築できること
です。本セミナーではこれら１）〜３）を詳解します。


